
Sienna‛s Watching    シーナズ・ウォッチング　

●チャオ、チャーオ。シーナです。日本の大学のCOOPさんに行くと、「大学ブラ
ンドのお酒」を売ってるのに驚きます。●2004年、日本では国立大学が法人化
され、研究室や教育現場の予算管理が大きく変わったそうです。以来15年、研
究や教育だけでなく、大学食堂や大学生協も民間的経営が定着して、「商売上手」
になりました。シャレた雰囲気でご近所ママの定番レストラン化している学食もあ
ります。大学生協では様々なグッズが売られるようになり、「お酒」も大学グッズ
の重要アイテム。●かつて日本では、アカデミックな研究の場とビジネスは異なる
べきと考える時代もあったそうですが、いまや「産学連携」は大学が生き残る必須
要件。もう少しユルい「民間とのコラボ」「地元企業とのコラボ」も、大学にとって
当たり前の時代です。お酒は「産学連携」や「コラボ」の絶好のアイテムのようで
す。●今回は、全国の大学のお酒を観察しました。

Sake of Universities in Japan
「大学のお酒」観察記

●昭和の時代、有力な酒類産業人を輩出した大阪大学や広島大学の「醸造
学科」はその名前がなくなって久しいのですが、平成は、鹿児島大学に焼酎、
新潟大学や神戸大学に日本酒、信州大学や北海道大学にワインなど、酒類の
新しい講座・学科・研究部門が次々と創設されました。●高校でも、かつて
「（日本酒）醸造科」があった新潟吉川高校は閉校になってしまいましたが、ワ
イン、日本酒などの醸造家育成を意識したコースを新しく設ける高校が各地に
現れているようです。令和は醸造産業が再注目される予感、ですね。●なお、
下の写真は、大学ではないけれど、きた産業コレクションから、ちょっと変わっ
たお酒です。  (text & pictures = Sienna K. Emiri)
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